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▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）
　　　　　その他の木曜日（18：30〜19：30）
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facebook　https://www.facebook.com/ShirakawaWestRotaryClub/

第1894回例会 令和8年3月26日
18：30～19：30 創立40周年

○ソング
　◦奉仕の理想
○スマイルBOX
　◦藤田龍文会長（本日は会員卓話、大竹ゆかり会員、鈴木恒平会員、卓話ありがとうございました。来

週末には記念コンペ。翌週は記念式典、懇親会となります。よろしくお願いします。）
　◦運天直人幹事（新人会員の皆様、おめでとうございます。これから共にロータリーを楽しんで参りま

しょう。また穂積さん今日はお子さんにもロータリーを知ってもらう良い機会になりますね。）
　◦金田昇会員（大竹さん恒平さん卓話ありがとうございました。28日29日は会長エレクトラーニングセ

ミナーです。担当会員みなさまにお世話になります。）
　◦成井正之会員（大竹ゆかり会員、鈴木恒平会員卓話ありがとうございます。これからのご活躍を期待

しています。）
　◦前原俊治会員（40周年成功しますように。５日のゴルフコンペ晴れますように。）
　◦照井耕輔会員（先日は新入会のご承認ありがとうございました。また入会早々ですが結婚記念日のお

祝いありがとうございました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。）
　◦沼田重一会員（大竹ゆかり会員、鈴木恒平会員卓話ありがとうございました。今日は会社年度末とい

うことでバタバタしています。来月からしっかり出席したいと思います。）

・ポテトサラダ
・海老と野菜の生春
巻き
・豚肩ロースのネギ
酢豚
・味噌汁
・香の物
・白飯
・アイスクリーム

３月26日　　～本日のメニュー～

A  出席免除を受けていない正会員数 ５７名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １７

T  全 正 会 員 数 ７５名

C  Ⓐの出席者数 ２２名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １２名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３４名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ７０
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ４８.５％

第1894回例会出席状況� （R8年3月26日)
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■会長の時間� 藤田龍文会長
　皆さん、こんばんは。3月の年度
末ということで、大変皆さんお忙し
い中お集まりいただきまして誠にあ
りがとうございます。第一ホテルの
下の掲示板見ますともう今日送別会
が二つ入ってるので、そんな時期な

のかななんていうことを今、思いながらこう2階に上
がってまいりました。本日は会員卓話ということで、
期待の新人の鈴木恒平さん、大竹ゆかりさん、お二方
からお話をいただけるということですので、是非よろ
しくお願いしたいと思っております。期待して楽しみ
にしております。そして本日、穂積君がまた久々に仕
事のお忙しい時間、合間縫ってもらって参加していた
だいてありがとうございます。お子さん連れというこ
とで、今年度に関しましてはこういうのもどんどんＯ
Ｋですということで、次年度はまた次年度の会長さん
の考え方ありますので。それをもってしても例会に参
加していただけるという体制はすごくほのぼのしてい
いかと思いますので是非またお子さんの面倒見なくち
ゃいけないといった時でも、一緒にお連れになって来
ていただくというのも、ひとつ西ロータリーらしいか
なと思いますの是非よろしくお願いたします。40周年
がだんだん近くなって先日も40周年の実行委員会おこ
ないまして、とても慌ただしい感じにはなってきてる
という部分ではあります。本日、皆さんのところに4
月のプログラムがボックスの中に入ってると思うんす
が、なかなか見ない組織でピンク色の組織がなってお
ります。そして裏面までございます。だんだんこうい
ろいろな部分が煮詰まってきまして、4月5日のコンペ
の場所だったり、会員のスタートだったり、記念式典
当日大体皆さんに何時に集まっていただいて、一日の
スケジュールの大まかな流れというのがこちらに書い
てありますので、そちらもどんどん決まった事は皆さ
んにお知らせしてくと思いますが、大枠はこんな感じ
で進んでいきますということになりますので、是非そ
ちらのほうも皆さんご予定のほうをよろしくお願いし
たいと思います。そして今週末地区のほうのＰＥＬＳ、
次年度の会長のセミナーが「八幡屋」のほうで一泊二
日でございます。該当者は次年度会長ということなの
で青木大君になりますが、今年度は運営のほうも当ク
ラブが中心となってやってくということですので、土
曜日曜地区のほうにお手伝い行かれる方、例年よりも
圧倒的に多いと思いますがそちらのほうも是非準備を
していただいて、次年度金田ガバナー年度に向けてと
青木年度に向けてということでご尽力をいただければ

本日のプログラム

（２）

と思います。そして、もう来週再来週になりますと記
念コンペがございますそして翌週が式典ということで、
怒涛の週になってしまいますが是非ご協力いただいて、
そのほか通常通り例会もおこないますので、慌ただし
い4月になるかと思いますが、40周年ということでご
勘弁いただいて、皆さんで感謝の気持ちを対内外的に
示していきたいと思っております。それでは、本日も
よろしくお願いいたします。

■幹事報告� 運天直人幹事
○白河赤十字奉仕団委員長　安澤荘一 : 令和８年白河
赤十字奉仕団総会の開催について
○泉田ガバナー事務所 : 第２回IFRジャパン大会青森
五所川原開催2026の誤案内

■各委員会報告
●地区三大セミナー委員会� 矢田部錦四郎委員長

　皆さん、こんばんは。先日、急に
地区の副幹事のほうに20名程にメー
ルを出しました。土日のお手伝いと
いうことなんですが、メンバーがも
う揃いましたので山口さんと鶴丸さ
ん、それから十文字さん、メンバー

あと多くいても向こうで何もやることがないので、私
に返事とかそういうのも寄こさなくていいので、この
メンバーで行ってきますのでメールを見た方はそれで
決まったのでもう動員は大丈夫なのでご安心ください。
じゃあ土日ちょっと頑張ってきますので、皆さん心の
中で応援してください。

●40周年記念実行委員会� 兼子聡事務局長
　改めまして、40周年のほうからもご連絡をさせてい
ただきたいと思います。今日現在大体人数が出てきま
して参加人数が172名を超える人数となっております。
そして、二次会のほうも米沢さんが22名、コザさんが
12名、皆さん参加してくれるということで60名近くの
人数での二次会になるのかなと思ってるところでござ
います。「赤門」さんでおこなうんですけども、ちょ
っとまわりに椅子が置いてあるんですけども年功序列
順で、立ちになるという方がかなりいるかなと思いま
すので、その辺はご理解ご協力をよろしくお願いをい
たします。そしてもう一つ、改めて今まで式典の出欠
を付けていただいたんですけども、今日も回しますの
で見ていただいてマスを埋めていただければと思うの
と、今日は新聞広告のゲラを持ってきました。これを
回しますので、自分の名前、社名を確認していただい
て、問題があれば赤ペンでチェックいただいて、訂正
をして回していただければと思いますので、ご協力を
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よろしくお願いをいたします。

■本日のプログラム
●会員卓話� 大竹ゆかり会員

　皆さん、こんばんは。昨年10月に
入会いたしました矢吹町にございま
す「大竹運送」の大竹ゆかりと申し
ます。この度は白河西ロータリーへ
迎え入れていただき、誠にありがと
うございます。私の中でのまず白河

西ロータリークラブでの印象がございます。皆さん、
とても紳士で淑女で話し方、立ち居振る舞い、とても
もうなんか素晴らしいなという方が多くてびっくりし
ました。そして、とても穏やかな方が多いなという印
象を受けました。皆様大変お忙しいお立場ではござい
ますが、時間を作り様々な会合に出席され、ロータリ
ーのメンバーであることを誇りに思ってる方が多いん
ではないかとまず思いました。わたくしは31年前に高
校生の時、この白河西ロータリークラブで大変お世話
になったことは入会の時にお話させていただきました。
交換留学生として一年間アメリカに行っておりまして
その繋がりや、そして業界上の今いろいろ諸先輩から
のご紹介ということで、こちらに入会というご縁をい
ただきました。今日は少し留学の経験や経緯を少し交
えながらお話させていただきたいと思います。私とロ
ータリーの出会いは、いろいろちょっと考えてみたら
こちらのメンバーでもあります山縣先生が中学校3年
の時に私の担任でございまして、実は私本当にどうし
ようもない中学生だったんですね。本当に今やこんな
所でお話させていただいてはいるんですが、本当にも
う勉強はしたくない。高校なんか行かないからみたい
な感じで親になんか言ってたような感じで、お前高校
行かなかったら何するんだみたいな、なんかそんな中
三の危険な時期を終えまして。そしたら、その時山縣
先生が「お前、白河にこういう実業高校という高校が
あるんだぞ。」ということで紹介していただきました。
もう国語も算数も英語もやりたくない。もう学校も行
かないからと言ってた私に、えっなんか面白そうだね
という学校を紹介していただいたのが山縣先生でした。
今日はちょっと残念ながらいらっしゃらなくて、お礼
は後でこっそり言っておきますが、その先生が紹介を
していただけなかったら、わたくしが白河実業高校で
留学の経験をするっていうことがなかったんじゃない
のかということをまず一番最初に思いました。その高
校は実はとっても面白くて沢山の検定を取ることがで
きる高校でした。もうそれはそれは楽しい、嫌いな国
語、算数、英語はまあほどほどあったんですが、当時
授業にパソコン、皆さんちょっとわかるか覚えてらっ

しゃるかどうかわからないんですが、Lotus 1-2-3（ロ
ータス ワン・ツー・スリー）とか一太郎とか、そん
なものを高一からやっておりまして、もちろんモニタ
ーがこんなもう30センチぐらい大きいやつで。勝手に
電源切るなよみたいな感じで切り方もなんかあった
り、そんなパソコンの使い方や、私は商業科だったん
ですが、そろばん、商業簿記、工業簿記、秘書検定に
危険物、財務会計、情報処理、マーケティングの勉強
が高校の時にできたんですね。この世の中がこんなふ
うに会計処理されてるんだ面白いということで、本当
に高校生活をすごく楽しく過ごしておりました。そん
な中、白河実業高校には当たり前のように外国人の生
徒がおりました。なんでうちの学校に外国人の生徒が
いるんだろうって思ってたんですが、まあ当たり前に
いたのでよそから来たのかなぐらいの感覚で学校に行
ってたんですが、確かテキサス州から来ている男の子
でした。青い目をして金髪で実業の学ランが妙に似合
わなく違和感しかなかったんですが、一生懸命日本語
を話している姿を見て、この子私と同じくらいなのに
外国から一人で来て勉強してるんだ、凄いなというこ
とですごく感心をしておりました。ある日、その留学
に関してのことなんですが、校内放送で「留学生希望
を募る方、音楽室へ」という放送が流れました。クラ
スの子にちょっと行ってくるわみたいな感じで手を挙
げて音楽室に行ったのは実は私だけしかいなくて、そ
の場でもう候補者内定をいただきました。それも出合
いなのかなというところだったんですが。その後、学
校から両親へ連絡が行き、次から次へと事が進み当時
のロータリーの定例会。そして、県内のロータリー留
学生を集めた会合。その間にパスポートを取り、次々
と着々と準備が始まりました。その時、ちょうど姉も
アメリカの大学に行っておりまして、特にそのアメリ
カに行くということに関して、そういった不安はござ
いませんでした。なんとかなるでしょうという気持ち
で渡米をすることを決心しました。ここでまず留学を
するからと特に英会話も通わず、勉強も特にしません
でした。基本的に勉強が嫌いなので、最新の英語電子
辞書と単三電池があれば怖いものないと思って行きま
した。どこからそんな自信があったのかわかりません
が、実は渡米が結構楽しみでした。私の留学先はアメ
リカのコロラド州ロングモントという町でした。州都
のデンバーという国際空港のある都市から北へ約50キ
ロの所にあります。そこで迎えてくださったロータリ
ーのメンバーさんは、とても優しくて自分の子供のよ
うに扱ってくれる方でした。当時、白河西ロータリー
クラブの人数ぐらいはいたかと思います、ロングモン
トのクラブです。例会ではいつも40人から50人くらい
のメンバーが常にランチのミーティングに来ていまし
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た。ご年配の方がすごく多く、楽しくメンバーとお話
しに来ているんだよということで、そんなことを楽し
みに来ていたメンバーが多かったです。それぞれ活動
報告など、いろいろな活動もしておりました。例会の
流れに関しては、当クラブと同じようなことをしてお
りました。まず皆さんで席につき鐘を鳴らし、国歌斉
唱してキリスト教徒が多いクラブでしたので、食事の
前には皆さんでお祈りをして、そして「アーメン」と
言ってお食事をいただいておりました。私は学校を抜
け出して例会に行かなければならないという約束があ
りました。先生もそれに行かせなければならないとい
うことで、私が少しでも見えない所にいるとすごい捜
されて「ゆかり、ゆかり」みたいな「行かなきゃなん
ないよね」みたいな感じでいつも探していただいて、
毎週木曜日に学校の近くにある教会の例会場があるん
ですが、そこで例会に参加するということをしてまし
た。31年前を私ちょっと調べてみたんですが、当時私
がアメリカに行っている時には、阪神淡路大震災が起
こりました。地下鉄サリン事件も起こり、野球でいえ
ば野茂選手の活躍。そして、ＰＨＳが使えるというこ
とで、あとゆりかもめが開通して、Windows95が発
売されるという記憶の残ることばかりの年でした。夏
に渡米をして数か月が過ぎ日本も恋しいなという時も
ありましたが、家族への連絡もできましたし、お友達
からエアメールで手紙もやり取りができたので、まあ
楽しく寂しくなく過ごすことができました。アメリカ
の生活がとても楽しかったのか忙しかったのか、あっ
という間に時間が過ぎてしまって地元のロングモント
高校での生活がとても楽しい一年間でした。この高校
はアメリカンフットボールとブラスバンド、サッカー
が盛んでした。私はＥＬＳという英語の特別クラスに
入っておりまして、現地の基本教科の他に専門的な分
野の科目を取ることができました。体育という一括り
でも、バレークラス、バスケクラス。音楽では、作曲
クラス、演奏クラス。美術では、陶芸クラス、油絵ク
ラス。実は、アカウントという会計のクラスもありま
した。基本の科目を学びながら専門科目も学べるとい
う面白い高校でした。やはり、英語はわからなかった
ということで、初めはもうやっとやっとだったんです
が、なんとか椅子に座って勉強することができました。
半年ぐらい過ぎると何を言ってるか大体わかるように
なってきて、ちょっとそれに対してちょっとお返しす
るようになって、英語も何となく聞き取れるようにな
りました。学校では日本人を好きな学生さんが沢山お
りまして、当時、野茂の影響で野球が好きな男の子と
かに声をかけられてとても気さくな感じでした。そこ
にも留学生が20人ぐらいおりまして、いろんなカリキ
ュラムで英語を勉強しに来てる子がおりましたが、ロ

ータリーで来てた留学生が楽しいというかありがたい
というか、えーそんなーというところ、いいなあとよ
く言われる羨ましがられるようなプログラムでアメリ
カに来ることができたようです。その高校の部活は季
節ごとに変わるので、夏は水泳とかサッカーとかに所
属しておりました、冬はサッカーで。お休みの日はロ
ータリーのメンバーとその家族と過ごす時が多かった
です。ある日、日本人会という情報をホストファミリ
ーが教えてくださり、ボルダーという町にコロラド大
学の大学生が作るお食事会に連れてってもらいました。
久々にペラペラと話す自分の日本語の空間にちょっと
安堵してしまいましたが、ホストファミリーはいつも
日本人の私がどうしたら喜ぶかということを考えてく
ださいました。いろんな所に連れて行っていただいて、
とにかくコロラド州はすごく広いので夜通し走ってや
っと国立公園に行ったりとか、ロデオの大会を観戦し
に行ったり、あとはスキーに行ったり映画を見に行っ
たり、あとはコロラドロッキーズという野球のチーム
の試合を観に行ったり、またクラブから毎月100ドル
をいただいていました。30ドルはお昼代で別で、130
ドルをいただいておりました、現金で。それをいただ
いたので何に使おうかなという楽しみのお買い物も結
構楽しくて、お買い物にも連れていっていただきまし
た。高校3年生の7月に夏休みも終わり、その時にロー
タリーの留学生としてコロラド州に来ていた留学生、
大体40～50人が乗れるバスがこう6台あったかと思う
んですが、そちらの方全員でアメリカ西海岸1週間バ
スの旅、行ってきました。もう本当に、グランドキャ
ニオン、ラスベガス、サンフランシスコ、もちろんロ
サンゼルスから全部有名な所、全部バスで回ってその
旅行が最後でその後帰国となりました。本当にいい経
験をさせていただきました。まだまだ経験話は尽きま
せんが、私ロータリーってとてもすごいなあっていう
こと、今でもしっかりと思っております。改めてロー
タリーを考える時間を作ってみました。ロータリーと
は、交流の中で人と人を繋いで平和を願って地球を愛
して、地域のためにできる支援、教育の支援と何かで
きる事をみんなで考えて協力していく団体なのではな
いでしょうかということを思いました。私はこの経験
を生かして、世界中の青少年にもっと世界の人々を身
近に感じてほしいなと思いました。海外の文化に触れ
れば、将来素晴らしいロータリアンとしてこの地球の
平和を守っていけるのではないかと思います。また、
福島に来るロータリーの留学生にも本当に福島、白河
に来て良かったと思えるような、10年後20年後思って
いただけるような思い出を作って自分の国に帰ってい
ただきたいなと思いました。何か私なりにこの白河西
ロータリーを通じて、そういった青少年のお手伝いが
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できればなと思っております。皆様、今後ともどうぞ
よろしくお願いします。ありがとうございました。

●鈴木恒平会員
　皆様、改めましてこんばんは。初
めに私、鈴木恒平と申しまして、会
社は「桂設計」新白河のほうにござ
いましてそちらのほうに務めており
ます。昨年10月には白河青年会議所
の理事長として卓話をさせていただ

いたということがありまして、その流れでほとんど同
じ話重なってしまう部分が多いかと思いますけれども、
できれば飽きずにお話を聞いていただければなと思い
ます。私自身ロータリーというものに触れる機会は先
程の大竹さんのように青春時代があったわけでもなく、
青年会議所入ってロータリーという存在を初めて知っ
たなということ。それとまた、一番ロータリーで過去
関わっているのは堀田先輩に誘われてやたらとゴルフ
を入会前から行かせていただきまして、多分10回近く
ゴルフはご一緒させていただいたかなとは思っており
ます。入会する際に、昨年の10月それこそ理事長卓話
の後、ロータリー、ＪＣ、ＹＥＧゴルフコンペの後の
ほうに堀田先輩から、「恒平、ちょっと挨拶あるから
よろしく。」と言われたのが、新人挨拶鈴木恒平君と
言われたのが未だに、あっ俺、新人なんだということ
を、理事長ではなく新人としてその場に参加させてい
ただいておりました。私自身、先程から何回も喋って
いるんですけどゴルフが本当に好きで、その中で諸先
輩たちとも付き合いを増やす事ができておりまして嬉
しく思いつつも、このロータリーに入ればまたそうい
う機会もあるのかなと思いつつ。私自身、このロータ
リーというのがちょっと正直言うと右も左もわからな
い状態で今入っております。ただ私自身が今、青年会
議所というものに10年以上所属させていただいており
まして、その中ですごい今関心を持っていることがや
はり防災について、災害復旧について等々を考える機
会をいただいておりまして、昨年も防災士の資格のほ
うをいただきまして、そういう機会、普段ないものを
考えておりました。ＪＣを今年卒業しますので、それ
を機に多くの事、また防災であったりとか、自分の社
業であったりとかいうものを集中して励んでいきたい
と考えた時に、このロータリーというものに入会する
機会いただきまして、本当にありがたく思っておりま
す。先程言ったとおり、ロータリーそのものについて
は正直言うと右も左もわからない状態であるんですけ
ども、こういう組織に所属するということは多くの
方々と交流を深めることができて、ちょっと今までさ
ぼってはおりましたけれども、間違いなく頑張ってロ

ータリーの会に参加したいなとは思いつつ、また先日
の十文字俊之さんが班長だったホームミーティングの
ほうで参加させていただきまして、そもそもロータリ
ーってどういうものだったのとかって話を聞きながら、
どちらかというとこうやって楽しんできたとか、こう
いう知識を貰ってきたんだという話を楽しくお話させ
ていただきまして、そういう機会一つ一つ掲げていき
まして、私も皆様のお力になれればと思い参加できれ
ばと思ってはいるんです。ロータリーというものがあ
まり知らなくて、非常に大竹さんと比べると恥ずかし
ながら簡単でございますけれども、少なくとも私はこ
ういう人柄の人間だということを少しだけ知っていた
だければなと思いまして、今後とも是非ともよろしく
お願いいたします。

●藤田龍文会長
　恒平君の例えばロータリーの入り方なんかにしまし
ても、堀田君とかいろいろな団体の関係でゴルフを通
してとか、そういった部分でこの会に入っていただけ
るとか、そういった部分がロータリーにはすごくこう
大事で皆さんそれぞれベテランの方でも何かしらのこ
うきっかけがあってこのロータリークラブに入る部
分があったかと思いますが、恒平君はそういった感じ
で例えばゴルフだったり、大竹さんはこういう留学で、
そしてその業界の方から紹介をいただいて入るという
きっかけというんはすごく大事だと思いますので、是
非ロータリーにしてもいろいろな方と接して新しく入
る方にきっかけを作るのが私ども現役会員の役目だと
思いますので、是非そういったところも普段ゴルフで
もいいですし、いろいろな趣味の世界の中でもちょっ
と誘っていただけるというのは、新しい会員の芽が芽
生える関係だと思っております。私、諸団体で例えば
国際交流協会で子供達を白河市ですとフランスのコン
ピエーニュ市との姉妹都市で中学生の子供たちを毎年
フランスに、今ちょうど行ってる最中なんですが送っ
てたりそういったことをやってるんですが。やはり、
その団体でももう30年ぐらい当時小野亀八郎覚えてる
方いらっしゃいますか。小野亀八郎市長の時に、たま
たまルセルを工業団地で誘致した時に、ルセルがたま
たまフランスのコンピエーニュ市の会社だったという
ことで、そこから姉妹交流が始まったんですが、もう
そちらも20年近く交流してるんですが。やっと当時中
学生で留学に行った子供達が国際交流協会に入ってき
て理事になり始めました。やはり、それこそがやはり
そういういろんな会の目指すべき本当の形の理想形か
なと思っております。大竹さんが先程仰ったように当
時はロータリーわからなくても留学に行って、そこで
ロータリーの素晴らしさを逆に海外から味わって戻っ
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てきて、いろいろなきっかけがあってこのロータリー
クラブに入る。まして当時、西ロータリーから行った
んですもんね。その送り出したクラブに入るというの
も理想中の理想だと思いますし、先程も金田ガバナー
エレクトの顔を見てて、来年多分講師で使うんだろう
なというくらいいい眼差しで見てて、大竹さんのそう
いった話ってとてもロータリアン自身にも勉強になり
ますし、これから留学行く子供達にも事前に聞かせて
あげればいいのかなと思っております。ちょうどさっ
き大竹さんの話の中で、大竹さんが高校の在学中にテ
キサス州の留学生が実業にいたというのがあったんで
すが、多分それがうちに父親がロータリークラブ当時
所属しておりましたので、その時にうちにいたウェス
リー君ですね。それが多分うちに留学中に居候じゃな
いですね、何て言うのかな。滞在しておりました。当
時はもうなかなか家庭で私もそんなに話をするほうじ
ゃなかったので、家に帰ったら何日か後にアメリカ人
が来るぞということで父に言われまして、たまたま隣
の部屋が空いてたのでその方が私の隣に来て「お前、
面倒見とけよ。」ということで、もうずっとそのウェ
スリー君と毎日毎日日本語の練習だったり、英語の練
習だったり。当時は合法だったと思うんですがお酒が
好きだったようなので、家の中でお酒を飲んだりしな
がら情報交換したり。ただ本当その時に彼はやっぱ週
末になるとロータリアンの方がいろんな所に連れてっ
ていただいて、本当に日本は楽しいと。毎朝、本当に
似合わない学生服着て実業まで自転車でこう走ってっ
て送り出して、雨の日は送ってけなんて言われてね、
送ってったりして。そういうきっかけがとても良かっ
たと思いますし、それを見て、大竹さんのようにそれ
に感化されて留学をする。そしてまた、あちらでいろ
んな経験してロータリーに入ってくるというのはもう
本当に理想中の理想だなと思って聞いておりました。
是非これからもそんな形で留学だけじゃないんですが、
私どもがやったいろいろな事業で、例えばＣＫＢとか、
ジロデ白河でもいいですがそういったところ出て、あ
っこれはロータリーがやってたんだなあと後になって
気付いたり、そういった部分でロータリークラブに戻
ってきてくれるというそのサイクルが一番理想な、会
員が減少してきた時に私どもがいろんなとこでこう皆
さんがいろんなとこで勧誘してるんですが、一番はそ
ういったところがメモリーされてて、あの時お世話に
なったこの会ねっていうのが入ってくるっていうのが
一番理想かななんて思ったりもしてます。そういった
ところで、来年度もおそらく留学生の方が当クラブに
いらっしゃいますので、そういったその未来の種にな
りますので。まだ。国は決まってないようですが、お
そらくこの世界情勢からいくと欧米系の方はどうかな、

アメリカ系はちょっと難しいかもしれないですが、欧
州系かアジア系の方かなというのが濃厚になってくる
ので、その子達はおそらく例会にも何回か来た菊地さ
んがその国に行って、代わりにその相手の国の方がこ
ちらに来ますので、そういったところで貴重な、大竹
さんがアメリカで経験したような素晴らしい経験を私
共はやってあげられればいいのかなと思っております
ので、是非私たちのいろんな事業に誇りを持って、未
来のロータリアンになるという部分も頭に入れながら
いろいろ接してくとまた事業が楽しくなると思います
ので、またよろしくお願いいたします。本日は卓話あ
りがとうございました。

●金田昇ガバナーエレクト
　明後日の会長エレクトラーニング
セミナーで使う資料の中で、皆さん
にちょっと報告をしてなかったとこ
ろがありますので、そこを何点か話
したいと思います。国際協議会の事
はちょっとだけお話しましたが、資

料があまりまとまってなかったので、今回ちょっと10
分くらいいただいてご報告したいなあというふうに思
います。場所はフロリダ州のオーランドのローゼンシ
ングルクリークホテルという所で開催されました。前
にも見ていただいたんですけど、こんな感じで上の大
きい写真が全体会議で、下の左側が日本から行った同
期の34名プラスαの方達の記念写真です。あと右下が
分科会ということで、各国の会長エレクトさん、ガバ
ナーエレクトさんといろんな事に対して、例えば会員
増強はどうしたらいいかとか、どんな問題を地区で持
ってるかとか、そんなことも含めて討議をしながら研
修を重ねてまいりました。次年度のＲＩ会長の方が、
オラインカ・ハキーム・ババロラさんという方でござ
います。今、アフリカ出身では二人目のＲＩ会長とい
うことでございます。石油ガスの会社を幾つかやって
らっしゃる方だそうであります。とても気さくな方で、
私たちがお酒飲んでたり宴会やってる時にはすぐそば
に来て声をかけてくれるような素敵な方で、見た目ち
ょっと怖いのかなと思ったら全然違かったのでびっく
りしました。この方のお話の中で幾つかあるんですけ
ど、来年のメッセージが「Create Lasting Impact」
ということで「持続可能なインパクトを生み出そう」。
で、インパクトって何というふうな思いがありますね。
衝撃的な事柄ということではないんですね。そうでは
なくて成果が影響するものということで、影響するこ
と。社会に対して影響を与えましょうというふうなこ
とをインパクトと言ってます。例えば、ポリオですね。
こういうのを根絶してきました。あとちょっとで世界
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中で根絶するんですけど、これをやっていく、その20
年近くやっているんですけど、この活動が世界に与え
た影響これをインパクトと彼は言ってます。ですから、
私たちの活動が社会に対して何か影響を与える。これ
をインパクトということで、「持続可能なインパクト
を生み出していこう」と。それを社会に変化を与える
何かきっかけをロータリーが作れたならというふうな
意味であります。彼が言ってたんですけど。この新会
員を迎え入れる準備はできてますか、各クラブにおい
て私たちのクラブ。これは会長のエピソードなんです
けども、これから彼が言った言葉をちょっと復唱して
くんですけど、若きローターアクターとしてロータリ
ーに入会しようとした時、オラインカさんね。私は抵
抗にあいました。ある日、私はクラブの昼食例会に行
きました。以前にも招待を受けて参加したことがあり
ました。若いローターアクターだった私を見て、その
クラブの会長はここで何をしてるんだと言いました。
ロータリーに入会するためだと私は答えました。会場
にいた全員が振り返り私を見ました。で、彼はこう言
いました。なんという厚かましさだ、ただ入会できる
わけがないだろう、招待が必要だと言われたそうであ
ります。そこで諦めることもできましたが、彼はババ
ロアさんは私はこう言いました。子供が親の家に入る
のに招待が必要だとは知りませんでした。ローターア
クターですから、ロータリーが親でありローターアク
ターは子供なんだという考え方です。会場が沈黙に包
まれる中、ソジさんという方がロータリアンが「イン
カ、私が君を推薦するよ。」と言って、その場でロー
タリアンになれたそうであります。ここで何を言おう
としてるかというと、私たちの日本にあるクラブでも
何か若い人、いろんな障がいがあったり、いろんな事
をしてる方がロータリーに入ろうとしているところに
障害を与えてないだろうか。何かこう別な目線で拒否
したりしてないだろうかということを訴えてました。
今、日本では会員増強が話題になって問題になってま
すので、なかなか拒否するということはあまりないん
ですけども、それでもやっぱりこういろいろあるでし
ょうから、そういうことのないようにどんどん積極的
にどんな方でも受け入れてくださいというような意味
だと思います。もう一つエピソードを言っていただき
ました。ロータリーが自分自身をどう変えたかについ
て、私たちはあまり考えてません。私も30年間ロータ
リーに入っているんですけども、じゃあロータリーが
私をどう変えたかということに関してあまり考えてな
いんじゃないかなというふうな意味であります。この
エピソードの中で、アメリカノースカロライナ州のロ
ータリークラブの会員であるティア・コッパスさんと
いう方、これ女性の方なんですけども。2021年にティ

アさんの夫は19か月に及ぶ闘病の末、癌で亡くなりま
した。夫の介護とコロナのパンデミックによる隔離生
活によって、ティアさんは19か月間ほとんど誰とも会
っていませんでした。そんな時、ティアさんが所属す
るロータリークラブの親友が電話をかけてきてこう言
いました。来週木曜日の夕食会に来てください。あな
たに会いたいんです。緊張と不安の中、ティアさん
はロータリーの夕食会に足を踏み入れました。しか
し、席に着く間もなく初めて会う新会員が彼女を抱き
しめこう言ってくれました。「来てくれて本当に良か
った。」その瞬間、ティアさんは自分が一人ではない
こと。自分にはコミュニティがあることに気付きまし
た。ロータリーこそ彼女のコミュニティだったのです。
先程の大竹さんの年配の方達が集まっていろいろなお
話をしてるコミュニティなんだということであります。
その夕食会の後、ティアさんはこの体験が自分に与え
たインパクトについてこう綴っています。ロータリー
はあなたが最も必要とする時に静かに愛情を持って側
にいてくれるのです。普段は自分が与える側にいたと
しても、受ける側になってもいいんだと教えてくれた
のです。そして、こう続きます。ですから、繋がりと
奉仕、居場所を求めているならロータリーがその答え
となるでしょうということであります。ロータリーク
ラブの運営、また会員を迎え入れる例会の在り方、そ
ういうものに対して何かオラインカさんが教えてくれ
たような気がします。白河西ロータリークラブ、こう
いうことができているからこそ会員の拡大、また楽し
い例会、例会の参加者も多いですし、素晴らしい会な
んだなというふうに思ってます。これからもこの会の
良き伝統を綴っていってほしいなというふうに思って
おります。それで来年のガバナー方針というのは「連
携と連帯」で持続可能なインパクトを生み出そうとい
うふうな言葉を出させていただきました。「連携と連
帯」というのはこう硬い言葉なんですけど、手を繋い
でみんなで良い方向にしていきましょうというふうな
意味であります。地区内2千名のメンバーがいますし
59クラブあります。いろんな方がいますので、その人
一人一人が連帯、連携を作って一つの塊になって良い
方向に行ければなということを言っております。この
後いろんなこれから30分くらいこれに基づいたいろん
なお話をさせていただきますが、ＲＩ会長のオライン
カさんのお話とても印象的な話でした。こういう話を
沢山聞かせていただいて国際協議会で勉強してまいり
ました。あと来週から来年の会長さんと一緒になって
59クラブどうやって運営してくのか、一緒に膝を突き
合わせながらお話をしていきたいなというふうに思っ
ております。それでも、そういう会も今回は矢田部セ
ミナー委員長さんが三大セミナー実行委員長さんが非
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常に精力的にやっていただいてると同時に、それを支
えてくれるメンバーの方がいらっしゃるから、今度の
会合も多分成功裏に終わるなというふうに思っており
ます。明々後日28日29日のセミナーの成功を祈ってお
ります。皆さんご協力ありがとうございました。

●地区三大セミナー� 矢田部錦四郎実行委員長
　三大セミナーの実行委員長ということで、訳もなく
受けてしまいました。今までの経過の中で初めての部
分なんですけど、私なりにちょっと感じたことがあり
ます。地区には地区の組織があるという部分で、ガバ
ナーを出すたびにこの三大研修を何故我々がやらなけ
ればならないのかなという疑問ですね。本来、地区に
そういう組織があるのであればその組織のとこにこの
三大研修という実行委員会を作っておけば、こんなに
ガバナー輩出する時に苦労はしないんじゃないかなと
いうことを、私パストガバナーの平井さんにくどくど
と口説きました。その結果、今その歴代のパストガバ
ナーがこの三大研修をやったファイルを全部添付する
からということで、今までズーム2回を開いてくれま
した。こういうことがもっと早くわかれば金田エレク
トもノミニーあるいはデグジネートの時に、我々が幹
事と一緒に訪問してその会議の流れをしっかりと把
握しておけばやはりもっと楽にできたと思うんですね。
でも、この研修を支えてるのはやはりガバナー事務所
の事務局、今3名になってますけど基本は2名で頑張っ
てます。一人は今の泉田年度の事業を支えてます。そ
して、もう一人はこの金田年度の三大セミナー研修と、
あとはガバナー事務所の仕事でやっております。非常
に私もこう実行委員長として総務委員会を作ったんで
すが、仕事を分担できないんですよ。ほとんどが前例
を基に決められた講習内容。そこに誰がどの立場でそ
れを話すのか、講師は誰なのかというのがなかなか
我々だけでは判断つかない。やはり、最終的には金田
エレクトなんですが、やはりそういうものなので、皆
さんに仕事頼みたくてもね頼めないんですよ。ですか
ら、やはり諸橋さんと協力しながら前年度どんなこと
をやったのかなという部分でいろいろとそういう仕事
がほとんどなんですね。非常に細かい仕事、人の名前、
そして席順。それから何気なく我々がこう見ている日
の丸どっちだっけかなとか、入り口にはパストガバナ
ーを並べちゃいけない。やはり入り口遠い所にパスト
ガバナーの席を置くとか、そういうものがほとんど段
取りとして我々がやっていかなきゃならない。今回も
会長エレクトの中で何をやるかというと、分科会を作
るそのテーブルの設置とか、そういうやはり動員しな
いとできないようなことなんですよね。エレクトが親
睦を大事にしたい。会長エレクトと酒を酌み交わして

私の思いを伝えたいということで、そういう旅館とい
うこの県南地区でも名の通った旅館で是非やりたいと
いう、そういう熱い思いで今回「八幡屋」さんに設定
しています。そんな感じで我々も今頑張ってきたんで
すが、前回の「那須グランディ」で皆様ラーニングフ
ァシリテーターっていって、英語だからよくわからな
いんだけど研修リーダーという名前なんですね。だか
ら、やはりそういう方いるにも関わらずああゆう場所
で私の挨拶を前年度も今年度も忘れたという凄いお叱
りを受けたんですけど、私にそれはあなたが研修リー
ダーではないのということで、やはりその研修リーダ
ーとエレクト、それからパストガバナー、この辺の連
携が非常に悪いです。ですから、私なりに今年度の結
果を反省しながらこの組織とかいろんなものを金田年
度で何か少しづつ変えてもっと透明性のある組織。そ
して、いろんな面で地区とクラブの連携を取れるよう
な、そういうクラブにということでいつも金田エレク
トのほうから言われてますので、少しでもそういうも
のをサポートできればいいかなということを思ってま
す。私の夢に出てくるのは、ファイルが追っかけてく
るんですよね。こんな夢は私見たことないです。ほと
んどがパソコンの前にいて、いろんな一日何十通とい
うメールが来て、それが誰に来てるのかということを
それを確認しなきゃならないし、非常にもっとロマン
チックな夢を見たいなということを思ってます。早
く5月が終わってバイクでどこに行こうかとかどこか
に行った夢を見れるようにちょっと私もそれまでは
しっかり頑張っていきますので、是非次回の今度5月
そこがやはり600名が集まります。ですから、駐車場
も「華の湯」から遠いんです。ですから、そこに結構
駐車場の動員なんかも安全のためにちょっと多く頼ま
なければならない部分もありますので、是非その時は
「はい喜んで」ということで協力をいただければ助か
ります。




